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ARCHION 個人投資家向け会社説明会のご案内 

 

日野自動車株式会社の株主の皆様におかれましては、日頃より多大なるご支援を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。特に近年のエンジン認証問題等の諸課題に際し、多大なるご心配をおかけした中でも変わらぬご期

待をお寄せいただきましたことに、深く感謝申し上げます。 

 

この度、2026 年 4 月 1 日に上場する新持株会社「ARCHION（アーチオン）」につきまして、個人投資家向け

のオンライン会社説明会を下記のとおり開催いたしますので、ご案内申し上げます。 

 

記 

 

＜開催日時＞ 

2026年3月26日（木）19:00～20:00 

 

＜参加方法＞ 

参加をご希望される方は、下記URLへアクセスいただき参加のご意向をお知らせください。 

https://krs.bz/nomura-ir/m/archion03252026ja 

 

 

 

---個人情報の取り扱いについて----------------------------------------- 

(i) 皆さまからお預かりする個人情報につきましては、以下を目的として取得しています。この目的以外に、ご回答いただいた内容や皆さまに関

する情報を第三者に提供することはありません。 

(ア) 各種説明会開催のご案内 

(イ) 機関投資家向け情報のE-mail配信、または郵便等による送付 

(ウ) 上場企業または上場予定企業に関してのIR活動等に関連する情報提供 

(エ) 当社サービスにかかるご案内、またはアンケート配信 

(オ) 説明会開催企業への出席（予定）者連絡 

(カ) お問い合わせへのご対応 

(ii) 皆さまからお預かりした個人情報を外部の業者に委託し、情報処理を行う場合があります。この場合、当該業者と契約を締結し、皆さまの個

人情報を適正に管理できるようにいたします。また個人情報の提供につきましては、皆さまご自身でご判断をお願いいたします。 

(iii) 皆さまからご自身に関する情報の利用目的の通知、開示、訂正または削除、利用の停止・消去または第三者への提供の停止のご依頼をい

ただいた場合には、依頼者がご本人であることを確認させていただいたうえで、特別な理由がない限り対応させていただきます。 

個人情報取り扱いの詳細につきましては、野村インベスター・リレーションズホームページ（ https://www.nomura-ir.co.jp/ ）にある「個人情報の取

り扱い」（ https://www.nomura-ir.co.jp/ja/privacy01.html ）の項をご参照ください。 

-------------------------------------------------------------------- 
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ARCHION（アーチオン）の上場 

2026年4月1日、日野は三菱ふそうトラック・バス株式会社と経営統合し、両者が培ってきた事業基盤を維

持しながら、日本・アジアの商用車業界のリーディングカンパニーを目指す新持株会社「ARCHION株式会

社（証券コード：543A）」として新たな一歩を迎えます。 

ARCHIONは2026年3月2日に東京証券取引所より東証プライム市場への上場が承認され、2026年4月1日

の上場を予定しております。 

 

 

私たちが目指す未来 

「2つのブランドの強みを結集し、日本とアジアにおける新たな商用車のリーディングカンパニーを目指す」 

 

社名の「ARCHION」は、英語で弓型の構造物を意味する「ARCH」と、遠い過去から未来まで続く様子を意

味する英語の「EON(ION)」を融合させた名称です。「輸送の未来を創造し、より良い暮らしを次世代に受け

継いでいく」という強い意志を込めています。  

ARCHIONは、日野と三菱ふそうが長年培った強固な顧客基盤、日本・アジアをはじめとする広範な生産・販

売ネットワーク、ならびに独ダイムラートラック（Daimler Truck AG）およびトヨタ自動車株式会社両グループ

と連携した開発体制といった競争優位性を基盤に事業を展開します。 

開発・調達・生産の最適化に加え、水素燃料電池をはじめとするゼロ・エミッション技術や自動運転などの

先進領域においてシナジーの可能性を追求し、「商用車の未来をともに作る」存在として、持続可能な輸送

とより豊かな社会への貢献を目指してまいります。 

 

 

以上 


